かみつきについて
　０才児の後半から１，２才児にかけて、保育園では「かみつき」が問題となることがあります。
保護者の方から

　～かみつかれた時は、状況について説明され謝ってくれるが、度重なると腹立たしい

　　思いは消えない。

　～子どもたちがイライラしやすい環境を作っているのでは、環境を改善できない等保育士の経験不足や力量不足が原因ということはないのか。

～園やクラスでどう配慮するのか、具体案が知らされていない。

との苦情が匿名で寄せられ、一対一でのお話ができないので、全体保護者会を開き保育園での対応や考えを聞いていただきました。
園長から

　子どもが成長する上で大切なことは、ありのままの自分を受け止めてくれ、安心して自己主張できる大人が側にいることだと思います。1・２才児になり、だだこねの時期を過ぎると、いろいろ自己主張をしますが、それをまず受け止め、『でも、今はできない』『それは受け入れられない』ということを何度も繰り返し、ごまかさずしっかり伝えることで、自分をコントロールする力が育っていきます。幼児になってもそうですが保育士は毎日、子どもたちの自己主張を丁寧に受け止め、自分をコントロールする力がついていくようにと関わっています。そのような中で、かみつきやひっかき等が防ぎきれないことがあり、起きてしまった時には、どちらの子どもにも申し訳なく思っています。各クラスでどのように対応しているかを、報告させていただきます。
０才児クラス

　発達に伴って友達にも興味をもつようになると、手を伸ばして触ったりしているうち髪を引っ張って、相手が泣くと「なんでだろう」と思ってもう一回引っ張ってみる。抱きついてみたら倒れそうになって「あれ？」と思ってまたやってみる。親しみを込めてチューッとしたら噛んでしまい、泣いているのを不思議そうにみている・・という姿がみられます。赤ちゃんがお母さん、お父さん、保育者など親しい大人から受けている愛情表現の再現のようです。そんな姿がみられたら、引っ張る前に、倒れる前に、噛みつく前に保育者がさりげなく側に行って抱きとめ、少し離したり「いい子、いい子ね」と関わり方を伝えるようにしています。それでも前ぶれがないだけに防げず、噛まれてしまった、噛ませてしまった・・ということもあり心を痛めています。

　起こってしまったら、どんな状況だったのか、同じことが起こらないようにと、担任皆で話し合って対応するようにし、大人にも同じようなことをしてくるので、覚えさせないように“噛ませない事”を気をつけています。
　叱っても分からないうちは、大人が防ぐことなので、叱るということはありませんが1才を過ぎてくると、押し倒す、噛むことを意識してやる姿になっています。そうなったら「痛いよって泣いているよ、噛んだらだめだよ」と伝えるようにしています。

１才児クラス

生活の場面では、“自分で！”という思いが出てきますが、遊びの中でも同じような“僕の！”“わたしも！”（欲しい）などが出てきます。物へのこだわりも“絶対それでないと嫌だ！”や他にも同じ物があるけれど“友達が使っているのが欲しい！”ひとつの玩具も“たくさん使いたい”（ex長くつなげたい・鞄にいっぱい入れたい）という姿もあり“１つもっているじゃない”“～ちゃん欲しがってるんだから１つ貸してあげたら？”といった大人の考え方は、この時期の子どもたちには通じませんので、玩具の種類・量は多く出しています。もちろん沢山の量があっても、その中で取り合いなどのトラブルが起きることもあるので、大人がその状況を見て、いつでも出せるように棚に玩具のストックもしています。また、部屋の中に全員いれば、周りの友達の遊びが気になったり、物や場所の取り合いなどトラブルも起きやすくなることもあるので、落ち着いた遊びをじっくり楽しめるように何カ所か（ex園庭・２階ホール・地下ホール）に分かれて少人数で遊ぶようにもしています。

　友達の関わりも増え、言葉も少しずつ増えてきましたが、まだまだ言葉では自分の思いなどを相手にうまく伝えられず（相手にも伝わらず）叩く・引っかく・噛むなどの行動で自分の思いを出すときもあります。“言葉では上手く伝えられない”“思うようにいかなかった”（ex欲しかった・取られた）などの色々な思いが子どもたちの中にはありその思いをまずは大人が「～ちゃんも欲しかったんだよね」と言葉にしてしっかりと受け止めてあげるようにしています。そして「～ちゃん泣いているよ」「噛んだら～ちゃん痛いよ、噛まないよ」など相手の気持ちや状況も伝えます。すると“まずかった・・”と思って下を向いたりすることもあります。

　自分の思いを言葉にして伝えられなかったり、その手段が分からないので「欲しかったらちょうだいなって聞いてみよう」とこの場合は貸してもらえるための手段・方法も言葉や動作（exちょうだいなポーズ）で伝えています。どんなことでも言ったからといってすぐ分かることではありません。小さいときから繰り返し伝えるということが大切だと思っています。

　子どもの遊びをそばで見守っていながらも、前触れなく起こったり、理由もなく噛みつくこともあります。未然に防ぐことができず、噛まれてしまった子、噛ませてしまった子、保護者の方には申し訳ない気持ちでいっぱいになります。
２才児クラス

　（レール遊びをしていて・・）１人で汽車のレール遊びをしていたAちゃん。しばらくしてBちゃん、Cちゃんが興味をもってそこへ来て遊び始めると、よそへ行っていたAちゃんが飛んできて「Aチャンガツカッテタ！ダメ！」と怒っていたので、「そうだね、Aちゃんが遊んでたんだよね。Bちゃん、Cちゃんも使いたかったの？」と話しました。すると２人はAちゃんに「（使っても）イイ？」と聞きました。でもAちゃんは「ダメッ！！」と引けません。それを聞いてBちゃんがカッとなって叩こうとしたので大人が止めました、Aちゃんもおもちゃを投げてやり返しました。“「ダメ！」と言われて悔しいBちゃんの気持ちも分かる。でもAちゃんはまだ遊びが続いていて、今は自分だけでやりたいんだな”とお互いの気持ちを感じながら、「叩かれると思って嫌だったよね。でもおもちゃは投げていいの？Ａちゃん、まだ遊んでたんだよね。でももう絵本を見てたから使ってないのかな・・と思ったのかもね。ＢちゃんとＣちゃんも使いたかったんだって。どうする？」と話しました。
　大人がそばで見ていて、Ａちゃんはもう他の遊びに行ってしまったので「もう終わりかな」と思っていたのですがＡちゃんの中ではまだ終わっていなかったようです。子どもたちの気持ちをいっぱい感じながら見守る中で、その気持ちを聞いて受け止め、言葉で返し、でも「どうすればいいのか」を子どもたちが自分で気づいていけるように関わっています。
　４月からの姿を見ると、自分中心だったところから、友達とのぶつかりあいを通して少しずつ

相手の気持ちに気づけるようになってきました。たたいたり、噛んだりすることではなくて言葉で
気持ちを伝えていけるように「たたかないで“かして”って言えばいいんだよ」など繰り返し関わってきました。繰り返していく中で、言葉でいえるときもあるけれど、まだまだ自分の気持ちをコントロールできないときなので、いけないと分かっていてもカッとなると手が出たり口がでてしまうこともあります。大人は子どもたちが遊んでいるそばから離れずに見守っているのですが、予想がつかず防げないときもあり、保育者同士毎日状況を話し合って、できるだけ防げるようにと思っています。
　２才児は、まだまだ友達に譲る気持ちより、“自分が！”の気持ちが強いときです。玩具をいっぱい使いたい！気持ちが満足できるように、少人数のグループに分かれて遊ぶ時間も毎日作っています。自分がいっぱい使えて満足できると、少しずつ友達にもかしてあげたり、待ったりすることが出来るようになります。今は、その気持ちが育っているときだと思って、その都度お互いの気持ちを受け止めながら関わっています。また、子どもたちが自分の好きな遊びを見つけて、じっくり遊べるように部屋の環境や玩具も子どもたちの興味や発達を考えて工夫していっています。最近は、少人数に分かれて遊んでいる時間も友達と遊びたい気持ちから、何人かで一緒に遊ぶ姿があります。“友達”がとても好きで、関わりも増えてきました。
３才児クラス

　にじ組では、言葉で自分の思いを伝えられるようになってきてはいます。それでも、自分の思いを友達に言葉で伝えても、それを受け入れてもらえなかったりするとカッとなってしまい思わず、手や口がでてしまいます。また、一緒に楽しく遊んでいたにも関わらず、ちょっとしたイメージの違いからトラブルとなり、言葉と共に手がでてしまったり・・・ということがあります。トラブルが起こっても手をださずに少し我慢して、子ども同士で「じゃあ、いいこと考えた！こうしたらいいんじゃない？」などと言葉でやりとりする姿も見られています。また、他の友達が大人が仲立ちしているように「～ちゃんはどうしたいの？」とか「～したかったの？」などと、２人の友達のそれぞれの気持ちを聞いていたりする姿も見られるようになっています。
　このように、にじ組になって友達との関わりが深まり、子どもたち同士で遊ぶことが増えてきたからこそ、イメージや思いの違いがトラブルになってしまうこともあります。そのような時に大人は

お互いの話しを聞き「～だったんだ。でも叩いたり（噛んだり・ひっかいたり）していいのかな？」

などと子どもたちに問いかけ、そのような時はどうしたらよいのか一緒に考えるように関わっています。また「Ａちゃんは・・だったみたいよ」などと相手の思いを伝え、“自分だけでなく相手にも
思いがある“ということを繰り返し伝えています。相手の思いを知ることで、自分の思いをちょっと我慢して、気持ちを切り替えられるように関わっています。

　子どもたちの姿から、友達との関わりの中で、ぶつかり合いも通して、子ども達は色々な思いをしたり感じながら、０・１・2才の時の積み重ねもあり、日々成長していっているのだな・・・と感じます。
４・５才児
　夕方遊んでいる時、友達との関わりの中で、思い通りにいかなかったり、友達に嫌なことを言われたりしてAちゃんBちゃんがもやもやした気持ちを引きずっていました。保育士は2人に気を配り、その子と一緒にゲームをしたり、ゆっくりお話をしたりして関わっていました。AちゃんBちゃんは日頃から仲が良く、一緒に遊ぶことが多い関係です。その日も、その後一緒に遊びだしましたが、お互いのちょっとしたことが気になり、嫌なことを言い合ったりしてトラブルに発展していきました。そこで保育士が間に入り、お互いのイライラした気持ちを受け止めながら、「そんな風に言ったら相手はどんな気持ちかな」と話し、お互いの気持ちを引き出しましたが、2人はまだもやもやした気持ちを引きずっているようです。周りにいる友達も「どうしたの？」と話を聞いたり、遊びに誘ってくれたりして2人はそのまま違う遊びに入っていきました。しかし、しばらく時間がたってからも、もやもやは消えなかったようです。どちらかが相手に手を出しにいき、相手がやり返し・・・（「バーカ！」「そっちこそバーカ！」と言い合ったり、近くまでいってちょっと押して逃げたり）という事を繰り返していました。その都度保育士は止めに入ったり、気持ちを聞いたり、違う遊びに誘ったりして関わっていましたが、BちゃんがAちゃんの顔を触った途端
、たまらずAちゃんがBちゃんをひっかいてしましました。その時に「Bちゃんはひっかかれて痛かったよ。引っ掻かずに気持ちを伝えよう」と話しをしましたが、その時の話ではAちゃんは

納得がいかなかったようです。保育士が他の子と関わっている間に、Bちゃんを絵本で叩き、それに怒ったBちゃんが噛みついて抵抗しました。

　心の成長の著しい時期に「～だけど～する」という自己コントロール力を獲得していって欲しいと思っています。けんかをしたり思い通りにいかないことで、不安になることもありますが、気持ちに寄り添い励ますことで、心が安定し気持ちをコントロールするようになります。（自分がしてもらっているように、相手にもしていきます）ひとりひとりの気持ちを認め、共感し「そっか、～したかったんだ。でも、今は～する時間だよ」「でも、～ちゃんは嫌みたいだよ」など友達の思いを伝えたり、周りに気づけるように話しをしてきました。その中で「やめて！」と友達が泣いて嫌がっていても相手の気持ちに気づかずに、保育士に止められるまでしつづける姿や「危ないと分かっているけど、やりたいからやる」と主張する姿があり、やり続けたらどうなるのか、やり続けたら友達はどう思うのかを伝えると共に、その子が求めているものは何だろうと担任や関わって
いる保育士と話し合いをし、配慮しながら保育を進めています。何だか、今日は気持ちが落ち着かないなと思う子を、膝に乗せて絵本を読んだり、2人で会話を楽しむことで少し落ち着く姿があったり、その関わりを続けることで気持ちが癒されているので、それから改めて話しをすることも大切にしています。子どもが求めているものは、1人1人違うので、今後もその都度担任で話し合いをし、その子が求めていることを探し大切にしていきます。
保護者からのご意見
· うちの子はりんごやみかんの時から、よく噛まれてましたが、ぜんぜん気にしていません。いつも良く女の子に噛まれることが多いですが、逆じゃなく良かったと内心ほっとする位です。子ども同士のちょっとした喧嘩による傷は、今後もずっとお互い様でしょうし、大事に到らない程度であれば、まったく許容ですけどね。逆に相手のお母さんから謝りのお電話とかもらうと恐縮してしまいます。

· 噛まれた時、担任が残って話しをしてくれた。我が家でもあることなのに、こんなことでわざわざ残ってくれて申し訳なく思った。噛むことや引っ張ることなど、やらせっぱなしだったことは、気をつけなくてはと思った。

· 公園で我が子が他の子に嫌がっていることをしているとき、ひたすら止めていたが、今回の話しを聞き、両者の思いを受け止めることもあるのだと思った。
· 家では、ついつい怒ってしまうと「そんなに怒らないの」と子どもに言われ、園でも、そのように話され、育っているんだなと思い、有難く思っている。

· 引っかき、噛みつきなど詳しくノートに書いてあったので、心配はしていないが、我が子がやってしまった時に話せる環境にしなくてはいけないと思う。いけないこときは、きちんと叱ってほしい。

· 子どもがやられたときは、やり返したんだなあと思っている。今のところいいことも悪いことも話してくれるが、今後の姿として、そうでなくなってくることもあるので、何でも書いてほしい。
